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　下の図のように，　を1個，2個，3個，4個，… と並べていくと，   の総合計は，1，3，6，10，15，… 

という数になります。 

 

　図からわかるように， n 番目の数を T とすると，T は 1＋2＋3＋…＋ n   で，1 から n  までの 

自然数の和 となっています。 

　図 1のように， n  番目の三角形にその三角形を逆にしたものを加えると， n  番目の三角形の　 

の数は，T ＝      n（n＋1）　  したがって，1 から n  までの自然数の和＝ 　  n（n＋1）となります。 

自然数の和 

2
　下の図のように，　を1個，3個，5個，7個，… と並べていくと，   の総合計は，1，4，9，16，25，… 

という数になります。 

　n 番目の数を S とすると， S は 1＋3＋5＋…＋（2n－1 ）で，1 から（2 n－1）までの奇数の和 

となっています。また，図 2 のように， n 番目の数は， S ＝ n× n＝ n2　つまり，2番目は 22＝4， 

3番目は 32＝9，…と2乗の数（平方数）になっていることがわかります。　 

　したがって，1から（2 n－1）までの奇数の和 ＝ n2　といえます。 

奇数の和 
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　下の図のように，　を2個，4個，6個，8個，… と並べていくと，   の総合計は，2，6，12，20，… 

という数になります。 

　n 番目の数を O とすると，  O は 2＋4＋6＋…＋ 2 n  で，2 から 2 n  までの偶数の和 となって 

います。また，図 3からわかるように， n 番目の数は，O ＝  n（n＋1）　 

　したがって，2 から 2 n  までの偶数の和 ＝  n（n＋1）  といえます。 

偶数の和 

1 
2

1 
2

図1

1

1番目 2番目 3番目 4番目 5番目 n 番目 

1 1＋2＝3

1個 
2個 
3個 
4個 
5個 

n個 

1＋2＋3＝6 1＋2＋3＋4＝10 1＋2＋3＋4＋5＝15 1＋2＋3＋…＋n
3 6 10 15

…… 
… 

n＋1個 

n （n＋1） 1�
2

n 個 n 個 

T

1
1 1＋3＝4 1＋3＋5＝9 1＋3＋5＋7＝16 1＋3＋5＋7＋9＝25

4 9 16 25

…… 

図2 n 個 

n 個 

n×n＝n2 

1番目 2番目 3番目 4番目 5番目 n 番目 

1＋3＋5＋…＋（2n－1） 
S

1個 
3個 
5個 
7個 

n個 
… 

図3

2
2 2＋4 2＋ 4＋6 2＋4＋6＋8 2＋4＋6＋8＋10

6 12 20 30

…… 

n＋1 個 

n 個 

n （n＋1） 

1番目 2番目 3番目 4番目 5番目 n 番目 

2＋4＋6＋8＋…＋2n
O

2個 
4個 
6個 
8個 

2n個 
… 

2007.4  数泉編集部 

おもしろ自由研究 3おもしろ自由研究 3

自然数の和・偶数の和・奇数の和の求め方 自然数の和・偶数の和・奇数の和の求め方 3　
　
　

おも
しろ 自由研究 


